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議員の活動が見えてくる

●政務活動費ってなに？

政務活動費の活用状況をお知らせします

　政務活動費とは、議員活動の充実を図り、その成果を市政発展につなげるため
議員に交付されるもので、調査研究などの議員活動に必要な経費の一部として、
１人当たり月額５万円（年額６０万円）が交付されます。津山市議会では適正かつ

効果的な政務活動費の活用を行うため、独自の「政務活動費運用マニュアル」を

作成し、一定のルールの下で活用しています。

●どれくらい使われている？
　令和２年度中に政務活動費として議員が支出した金額は総額で１，155万4,477円です（議員１人平

均 約４1万2，659円）。各費目での内訳は下の表をご覧ください。

報告資料を公開しています

こんな資料が公開されています

令和２年度費目別支出一覧表

写真で見る
政務活動費の
使い方

政務活動費を何にいくら使った
のか、一目で分かります。

具体的に何に支出したのか。
証拠書類とともに公開しています。

どこに出張に行き、何を学んだか。
議員の所感と共に公開しています。

　政務活動費報告書類は使途の透明性を高めるため、支出伝票及び領収書、出張報告書等をホーム

ページで公開しています。

　ホームページで報告書類を公開することで、気軽に報告資料を確認することができます。また、ホー

ムページ以外にも、議会事務局で直接ご覧いただくことも可能です。詳しくは議会事務局（TEL ３２-２１

４０）までお問合せください。

　報告書類からは、普段の議員活動を垣間見ることができるかも！？

政務活動費関係のページにつながります➡
（スマートフォン等で読みとってください。）

※年間限度額を支出した議員の費目内訳の計算は、各費目の支出割合に応じて案分しています。

先進地を視察

フォーラムへ参加 広報紙の発行 図書の購入 パソコンを購入

先進技術を調査 オンラインセミナーに参加

※紹介している書類は架空のものでイメージです。　※ホームページや閲覧では議員が提出した資料をご覧いただけます。

費　目 支出額※ （割合） 説　明

調査研究費
要請・陳情活動費

研修費・会議費

広報費

広聴費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合　計

2,337,243円
20.2％

432,432円
3.7％

5,628,083円
48.7％

3,759円
0.1％

229,376円
2.0％

1,967,800円
17.0％

0円
955,784円

8.3％

11,554,477円

議員が行う市の事務・地方行財政等に関する調査研究、要請・
陳情活動などを行うために必要な経費
【例】先進事例の視察や陳情活動などを行うための旅費、議員活
動を行うために必要な燃料費や通信費など

研修会・意見交換会等の各種会議に参加または開催するため
に必要な経費
【例】「コロナと教育問題」、「これからの公共施設経営オンライン
セミナー」、「議員の資質向上と政務活動費活用策」など、セミ
ナー等への参加費

調査研究活動、議会活動及び市の施策を市民に広報するため
に必要な経費
【例】議員が発行する広報紙などの印刷費や郵送料、ホーム
ページの作成費、管理費など

市民からの要望や意見を収集するために必要な経費
【例】懇談会場借上料など

各種資料の作成に必要な経費
【例】パソコン購入費、コピー機リース料、コピー用紙代、インク
代など

各種資料の購入に必要な経費
【例】図書購入費（議会改革への挑戦、都市データパック
2020）、情報サイト利用料金（議員ＮＡＶＩ）、新聞購入費など

活動に必要な事務所の設置・管理に必要な経費
【例】事務所の賃借料や光熱水費、通信費など

調査研究活動を補助する職員の雇用に必要な経費 出張報告書支出伝票収支報告書

●政務活動費の残余額は返還し、交付額を超える支出は議員の自己負担となります。


